
表紙の写真
4月6日「あるいてまいろう多賀

三社まいり」が開催されました。

町内外のたくさんの方が多賀の

春を満喫されました。
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鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定

多賀町町民憲章

ふるさとクロスワードパズル

ヒント■
今年で15回目の祭日。

もんだい■
クロスワードを解答して、
二重枠の文字を並び替え
てできる言葉をお答えく
ださい。

先
月
号
の
こ
た
え
は
…

シ
ユ
ン
ブ
ン
ノ
ヒ

（
春
分
の
日
）で
し
た
。

①
新
人
。
新
顔
。

②
郵
便
番
号
は
5
2
2
‐
0
3
2
2

で
す
。

③←
→

上
流
。

④
子
、
丑
、
寅
、
卯
、
○
○
、
巳
、
…

⑤
あ
ら
い
こ
と
と
こ
ま
か
い
こ
と
。

⑧
つ
り
あ
わ
な
い
こ
と
。

⑨
三
者
互
い
に
牽
制
し
あ
っ
て
、
い

ず
れ
も
自
由
に
行
動
で
き
な
い
こ

と
。

⑪←
→

音
。

⑫
ア
ユ
の
稚
魚
。

⑯←
→

オ
ン
。

縦
の
カ
ギ

官
製
は
が
き
で
、
解
答
と
「
広
報
た

が
」
へ
の
お
た
よ
り
（
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
・
イ
ラ
ス
ト
）
や
ご
意
見
を
役
場

企
画
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
有
線

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
結
構
で
す
。

有
線
Ｆ
Ａ
Ｘ
2-

2
0
1
8

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

<
ta
g
a
@
ta
g
a
to
w
n
.jp
>

締
め
切
り
は
平
成
１５
年
5
月
１０
日
で

す
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１０
人
の

方
に
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
発
表

は
景
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
お
た
よ
り
の
内
容
は
抽
選
と

は
無
関
係
で
す
。

応
募
方
法

広
報
た
が

多賀町 ひとの動き （平成15年3月末 現在）

世　　帯　　数 2,562世帯（＋7）

人　口
8,536人
（－17人）

男　性 4,056人（－15）

女　性 4,480人（－2）

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦

⑧ ⑨

⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭

⑮ ⑯

⑰ ⑱編／集／後／記
人事異動がありましたが、今年

度も引き続き「広報たが」を担

当させていただくことになりま

した。よろしくお願いしますs

もうすぐゴールデンウィークで

すね。もうみなさんは、予定が

入っていますか？sイラク戦争

や重症急性呼吸器症候群（SAR

S）の影響でしょうか、海外旅

行の予約も昨年よりも大幅にダ

ウンしているようですねs海外

赴任や出張、旅行好きな方にと

っては早く安心して海外に行け

るようになるといいですねs今

年のゴールデンウィークはどこ

に行こうかな？

kikaku@tagatown.jp （は）

古
紙
配
合
率
100％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

①分子式CO2。

⑥睡眠中にもつ幻覚。

⑦わりあい。ぶあい。

⑧春、夏、秋、○○。

⑨書籍を数えるときに使いま

す。

⑩遺骸にそえて埋葬する生前の

愛用品や埋葬用のもの。

⑬けむるように降る雨。

⑭ ←→ 濃い。

⑮江戸城本丸の一部で、将軍の

御台所と側室の住居。

⑰知ったかぶり。きいたふう。

⑱今の岐阜県南部の旧国名。

横のカギ

マイナスイオン満喫
深緑の湖東三山

春の湖東三山
周遊観光キャンペーン開催!!
日時■4月19日（土）～6月29日（日）
間の土・日・祝と5月1日（木）、2日（金）、
8日（木）の各日（延べ27日間）

深緑の湖東三山を

まとめて見学するチャンス！！

電車＆バスで時間にとらわれず、自
由気ままな旅を満喫してください。
近江鉄道「多賀大社前駅」から湖東
三山へ30分間隔でシャトルバス
を運行。

（バス代＝１日フリーで600円）
近江鉄道へは、JR米原駅、JR彦根駅でのりかえ。

お問い合わせは、

湖東三山周遊観光フォーラム

湖東三山観光振興連絡会

（甲良町産業振興課）38-5069

近江鉄道㈱鉄道部　22-3303

ホームページ

http://www.kankou-shiga.or.jp
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介護保険料が
変わりました
市 町 村 合 併 を 考 え る
今年もがんばろう！チャレンジデー2003
町長への手紙
ふるさとクロスワードパズル
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介
護
保
険
の

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

紙
お
む
つ
購
入
費
の
支
給
事
業（
法
定
サ
ー

ビ
ス
以
外
の
町
独
自
サ
ー
ビ
ス
で
す
。）

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
在
宅
の
要
支
援
認
定
者

ま
た
は
要
介
護
認
定
者
の
介
護
お
よ
び
経
済

的
負
担
の
軽
減
と
在
宅
介
護
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
介
護
保
険
の
市
町
村
特

別
給
付
と
し
て
実
施
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

【
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）】

・
要
支
援
認
定
ま
た
は
要
介
護
認
定
を
受
け

た
方

・
居
宅
に
お
い
て
介
護
を
受
け
て
い
る
方

・
常
時
紙
お
む
つ
を
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

※
介
護
保
険
施
設
に
入
所
ま
た
は
病
院
等
に

入
院
中
の
期
間
は
対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

【
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
】

対
象
と
な
る
方
が
、
町
内
の
紙
お
む
つ
販

売
店
（
町
指
定
事
業
者
）
で
、
紙
お
む
つ
を

購
入
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
翌
月
に
領
収
書
等

を
添
付
し
申
請
し
て
い
た
だ
く
と
購
入
金
額

の
9
割
を
紙
お
む
つ
購
入
費
と
し
て
支
給
す

る
事
業
で
す
。（
た
だ
し
、
要
介
護
度
ご
と

に
上
限
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

要
介
護
度
ご
と
の
支
給
限
度
基
準
額
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

【
登
録
申
請
の
方
法
】

対
象
と
な
る
方
が
、
紙
お
む
つ
購
入
費
の

支
給
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
と
き
は
、
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
も
っ
て
福
祉
保
健
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
保
健
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
、
痴
呆ほ

う

症
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

と
対
応
の
方
法
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
地
域
で
の
早
期
発
見
と
対
応
・
見
守
り

な
ど
、
痴
呆ほ

う

に
関
す
る
地
域
ぐ
る
み
で
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を
め

ざ
し
、「
痴
呆ほ

う

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
を
2
月
23
日
・

3
月
8
日
・
同
15
日
の
3
回
シ
リ
ー
ズ
で
ふ

れ
あ
い
の
郷
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
1
回
、「
早
期
発
見
と
地
域
で
で
き
る
支

援
と
は
」
介
護
老
人
保
健
施
設
ア
ロ
フ
ェ
ン
テ

指
導
監
　
赤
沼
フ
サ
枝
先
生
・
第
2
回
「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

湖
東
地
域
振
興
局
課
長
補
佐
　
北
川
憲
司

氏
・「
痴
呆ほ

う

の
予
防
か
ら
治
療
の
最
新
情
報
」

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
藤
本
直
規
先
生
・
第

3
回
「
痴
呆ほ

う

介
護
の
現
場
か
ら
」
多
賀
清
流
の

里
施
設
長
　
嶋
田
鐡
雄
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
回
、
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
3
回
を

通
し
て
延
べ
4
1
8
人
の
方
が
熱
心
に
受
講

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
、

●
痴
呆ほ

う

に
な
っ
た
ら
、人
間
性
が
失
わ
れ
る
、

何
も
わ
か
ら
な
い
、
で
き
な
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
そ
れ
は
間
違
い
だ
っ
た
こ
と
に
気

が
つ
き
ま
し
た
。

●
痴
呆ほ

う

の
方
の
不
安
な
気
持
ち
が
よ
く
理
解

で
き
ま
し
た
。

●
以
前
と
違
う
、
そ
の
人
ら
し
く
な
い
変
化

に
早
く
に
気
づ
き
、
専
門
家
に
相
談
す
る
こ

と
が
大
切
。
痴
呆ほ

う

症
は
初
期
の
適
切
な
対
応

で
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
早

期
発
見
の
大
切
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

●
痴
呆ほ

う

に
な
っ
て
も
、
人
格
が
失
わ
れ
る
こ

と
は
絶
対
な
い
の
で
、
過
去
の
環
境
つ
く
り

や
、
高
齢
者
が
活
き
活
き
と
役
割
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

●
若
い
世
代
の
人
た
ち
も
痴
呆ほ

う

の
こ
と
に
つ

い
て
よ
く
学
び
合
い
、
誰
も
が
痴
呆ほ

う

に
な
る

可
能
性
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
認
識
を
持
っ
て

地
域
で
助
け
合
っ
て
い
く
、
地
域
ぐ
る
み
で

の
取
り
組
み
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

●
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
輪
を
も
っ
と
多
く
の

人
々
に
広
げ
、
実
行
・
行
動
に
移
せ
る
住
民

を
育
て
て
欲
し
い
。

●
こ
れ
か
ら
も
、
ぜ
ひ
こ
の
よ
う
な
研
修
を

続
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

の
内
容
を
、
字
単
位
ま
た
は
町
内
会
単
位
で
、

身
近
な
単
位
で
開
催
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

等
の
感
想
や
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、「
痴
呆ほ

う

に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
、
研
修
会
や

字
単
位
で
の
学
習
会
、
懇
談
会
な
ど
を
計
画

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
痴
呆ほ

う

症
に
つ
い
て
」の
ご
相
談
は
、福
祉
保

健
課（
ふ
れ
あ
い
の
郷
内
）の
保
健
師
ま
で
。

㈲
2
‐
2
0
2
1
（電）
4
8
‐
8
1
1
5
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新
し
い
介
護
保
険
料

（
平
成
15
年
度
〜
17
年
度
）

一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
、
低
所
得
の
人

に
配
慮
し
所
得
な
ど
に
応
じ
て
、
5
段
階
に

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
準
額
（
第
3
段
階
）

月
額
2，

8
9
2
円

（
年
額
3
4，

7
0
4
円
）

保
険
料
の
納
め
方

●
保
険
料
は
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引

き
）
と
普
通
徴
収
（
納
付
書
に
よ
り
金
融
機

関
ま
た
は
、
役
場
会
計
室
窓
口
で
納
付
）
に

よ
り
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
普
通
徴
収
の

保
険
料
は
、
便
利
な
預
金
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
年
度
途
中
に
65
歳
に
到
達
さ
れ
た
方
、
他

の
市
町
村
か
ら
の
転
入
に
よ
り
第
1
号
被
保

険
者
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
普
通
徴

収
と
な
り
ま
す
。

2003年4月号 広報 ■ 2

段　　階 対　象　者 計算方法 保険料月額 保険料年額

第1段階

生活保護の被保護者、世帯全

員が住民税非課税で老齢福祉

年金受給者

基準額×0.5 1,446円 17,352円

第2段階 世帯全員が住民税非課税 基準額×0.75 2,169円 26,028円

第3段階
本人が住民税非課税（世帯内

に課税者がいる）
基準額×1.00 2,892円 34,704円

第4段階
本人が住民税課税で合計所得

金額200万円未満
基準額×1.25 3,615円 43,380円

第5段階

※所得段階のうち第4段階と第5段階の境界所得額は平成14年度まで250万円でしたが、国の

制度改正により平成15年度から200万円に改正されています。

本人が住民税課税で合計所得

金額200万円以上
基準額×1.5 4,338円 52,056円

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
し
た

介
護
保
険
制
度
で
は
、
今
ま
で
の
実
績
と
今
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
量
の
見
込
み
に
基
づ
き
、
3
年
ご

と
に
制
度
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

本
町
で
も
高
齢
者
や
介
護
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
人
の
増
加
と
そ
れ
に
伴
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
15
年
4
月
か
ら
実
施
す
る
新
し
い
事
業
計
画
の
も
と
で
保
険
料
の
見
直
し
を

行
い
、
新
し
い
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た
。

平成15年
4月から

要支援および
要介護状態区分

支給限度
基準額 給付率 自己負担分 支給額

要支援 3,000円

90／100

300円 2,700円

要介護1 3,000円 300円 2,700円

要介護2 4,000円 400円 3,600円

要介護3 6,000円 600円 5,400円

要介護4

要介護5 8,000円 800円 7,200円

8,000円 800円 7,200円

痴
呆
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

痴
呆
を
正
し
く
理
解
す
る

痴呆予防
啓発事業を
実 施して

ほ

う

ほ

う

ほう



お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
話
の
世

界
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
3
日
（土）
、
24
日
（土）

15
時
〜

場
所

絵
本
コ
ー
ナ
ー

映
画
会

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
ゆ
っ
た
り
と
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
17
日
（土）

14
時
30
分
〜

場
所

2
階
大
会
議
室

内
容
「
ダ
イ
ナ
ソ
ー
」

6
5
0
0
万
年
前
、
恐
竜
た
ち
の
時

代
。
ど
う
も
う
な
肉
食
恐
竜
の
襲
撃
か

ら
逃
れ
た
一
つ
の
卵
は
数
奇
な
運
命
を

経
て
キ
ツ
ネ
ザ
ル
た
ち
の
住
む
島
へ
と

運
ば
れ
る
。
殻
を
破
っ
て
誕
生
し
た
の

は
イ
グ
ア
ン
ド
ン
の
ア
ラ
ダ
ー
だ
っ
た
。

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展

な
か
よ
し
8
人
組

会
期

5
月
3
日
（土）
〜
6
月
１
日
（土）

会
場

対
面
朗
読
室

親
子
華
道
教
室

日
本
の
伝
統
文
化
の
ひ
と
つ
で
あ
る
華
道

に
親
し
み
ま
す
。

講
師

華
道
家
元
池
坊
教
授
　
川
瀬
俊
子
さ
ん

日
時

5
月
10
日
（土）

15
時
〜

会
場

2
階
大
会
議
室

対
象

小
学
1
年
〜
3
年
生
と
そ
の
保
護
者
　
20
組

申
し
込
み

4
月
26
日
（土）
10
時
か
ら
先
着
順

（
電
話
申
し
込
み
可
）

持
ち
物

牛
乳
パ
ッ
ク
や
ゼ
リ
ー
な
ど
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
　
身
近
な
草
花
や
木

な
ど
。

は
じ
め
ま
し
て

4
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
司
書
の

安
田
で
す
。

本
の
こ
と
多
賀
町
の
こ
と
、
が
ん
ば
っ

て
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

よ
い
季
節
と
な
っ
て
き
て
、
あ
け
ぼ
の

パ
ー
ク
多
賀
の
公
園
の
緑
も
と
て
も
き
れ

い
で
す
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
し
、

公
園
や
ホ
ー
ル
で
お
弁
当
も
食
べ
て
い
た

だ
け
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
た
く
さ
ん
の
本
と
職
員

一
同
み
な
さ
ん
の
お
こ
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 広報 2003年4月号5

展
示
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

企
画
展

4
月
１９
日
（土）
〜
5
月
２５
日
（日）

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
木
に
な
っ
た
」

大
西
暢
夫
写
真
展

特
別
展

8
月
2
日
（土）
〜
9
月
２８
日
（日）

「
ゾ
ウ
の
は
じ
ま
り
」

企
画
展

平
成
１６
年
1
月
３１
日
（土）
〜
同
3
月
２８
日
（日）

「
多
賀
町
霊
仙
・
山
村
の
四
季
」

観
察
会
―
―
―
―
―
―
―
―
―

4
月
２６
日
（土）

「
野
草
観
察
と
試
食
会
」

１０
月
１８
日
（土）

「
き
の
こ
の
観
察
会
」

１１
月
8
日
（土）

「
古
琵
琶
湖
の
貝
化
石
を
探
そ
う
」

平
成
１６
年
3
月
２７
日
（土）

「
2
億
8
0
0
0
万
年
前
の
化
石
を
探
そ
う
」

博
物
館
講
座
・
講
演
会

5
月
11
日
（日）

講
演
会「
ダ
ム
に
沈
む
村
を
訪
ね
歩
く
」

講
師
　
大
西
　
暢
夫
氏

6
月
15
日
（日）

講
演
会
「
サ
ル
の
生
態
と

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
」

講
師
　
千
々
岩
　
哲
氏

8
月
3
日
（日）

講
演
会
「
ゾ
ウ
の
仲
間
の
進
化

―
最
近
の
話
題
―
」

講
師
　
三
枝
　
春
生
氏

１１
月
22
日
（土）

実
験
室
講
座「
砂
鉄
か
ら
鉄
を
つ
く
ろ
う
」

講
師
　
大
島
　
　
浩
（
当
館
）

平
成
16
年
1
月
24
日
（土）

実
験
室
講
座

「
身
近
な
放
射
能
」

講
師
　
大
島
　
　
浩
（
当
館
）

平
成
16
年
3
月
20
日
（土）

講
演
会「
多
賀
町
霊
仙
・
山
村
の
四
季
」

講
師
　
植
村
　
明
也
氏

※
観
察
会
・
講
演
会
・
講
座
へ
の
申
し
込
み

み
・
お
よ
び
詳
細
は
博
物
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

象
嵌

ぞ
う
が
ん

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
！

楢
崎
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
鉄
製
品
の
中

に
象ぞ

う

嵌が
ん

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
象ぞ

う

嵌が
ん

と
は
、

金
属
の
表
面
に
鏨た

が
ね

で
文
様
を
彫
っ
て
、
そ
こ

に
別
の
金
属
を
は
め
込
む
技
法
で
す
。
楢
崎

29
号
墳
出
土
品
の
場
合
は
鉄
地
に
銀
線
を
は

め
込
ん
で
い
ま
す
。
写
真
①
の
白
い
文
様
部

分
が
銀
線
で
、
ほ
ぼ
1
0
0
％
に
近
い
純
銀

で
す
。
こ
れ
は
刀
の
鞘
尻

さ
や
じ
り

と
見
ら
れ
ま
す
の

で
、
埋
葬
時
に
被
葬
者
の
持
ち
物
で
あ
っ
た

刀
を
い
っ
し
ょ
に
納
め
た
の
で
し
ょ
う
。
同

じ
古
墳
か
ら
出
土
し
た
土
器
か
ら
、
6
世
紀

末
〜
7
世
紀
初
頭
（
今
か
ら
約
1
4
0
0
年

前
）に
つ
く
ら
れ
た
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

象ぞ
う

嵌が
ん

資
料
は
、
県
内
で
も
十
数
点
し
か
発

見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
で

す
。
全
国
的
な
出
土
例
か
ら
、
大
和
政
権
が

地
方
豪
族
・
有
力
者
層
に
政
治
的
・
経
済
的

つ
な
が
り
の
証
と
し
て
授
け
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
楢
崎
古
墳
群
の
被
葬
者
が
大

和
政
権
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
た
地
方
の
有

力
者
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
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多賀の自然と文化の館（多賀町立博物館）
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休館日●毎週月・火曜日、祝日の翌日
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E-mail taga-mus@mx.biwa.ne.jp 

図書館�
ニュース
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休館日●毎週月・火曜日、毎月最終木曜日、祝日の翌日（平日）
E-mail tosho@tagatown.jp 

5月�

日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

1 2 3

6月�

日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�

1

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

2 3 4 5 6 7

…休館日�

平
成
１５
年
度
の
お
も
な
行
事
予
定

写真①写真②



さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
…

3
月
9
日
、
多
賀
町
中
央
公
民
館
に
お
い

て
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
14
年
4
月
か
ら
完
全
学
校
週
5
日
制

が
実
施
さ
れ
、
地
域
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち

を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
研
修
会
で
は
、
地
域
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
、
各
字
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
し
た
り
、
講
師
の
先
進
事
例
紹

介
・
講
義
を
通
し
て
学
ん
だ
り
と
い
う
ね
ら

い
が
あ
り
ま
す
。

当
日
は
、
各
字
の
分
館
長
12
人
、
子
ど
も

会
関
係
者
8
人
、
社
会
教
育
委
員
6
人
、
教
育

長
を
は
じ
め
事
務
局
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

各
分
館
の
取
り
組
み
発
表
…

は
じ
め
に
、
各
字
公
民
館
分
館
の
土
曜
日

開
館
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、久
徳
公
民
館
、

敏
満
寺
公
民
館
、
川
相
公
民
館
か
ら
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」

を
高
め
る
た
め
に
、
手
芸
、
餅
つ
き
、
焼
い

も
、
竹
馬
づ
く
り
、
昔
の
遊
び
体
験
、
カ
ロ

ム
大
会
、
工
作
教
室
、
お
菓
子
づ
く
り
、
凧た

こ

づ
く
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
、
マ

ジ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
な
ど
多
種
多
様
な
体
験
学

習
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の

教
育
力
を
高
め
る
た
め
に
…

続
い
て
、
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
「
地
域
の
子
ど
も
が
育
つ
環

境
づ
く
り
」
と
い
う
演
題
で
、
滋
賀
県
立
大

学
の
那
須
光
章
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

先
生
に
は
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
示
さ
れ

な
が
ら
、
体
験
活
動
・
自
然
・
人
間
関
係
と

子
ど
も
の
特
質
の
関
連
に
つ
い
て
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
「
人
間
関
係
」
な
ど
の
多
様
な
体
験
を
積

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
困
難
に
あ
っ
て
も
そ

の
厳
し
さ
に
耐
え
た
り
、
自
ら
の
力
で
解

決
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
「
遊
び
」「
自
然
」「
人
間
関
係
」
の
体
験

豊
か
な
子
ど
も
は
、
自
分
自
身
に
自
信
を

持
ち
、
精
神
的
に
タ
フ
に
な
り
、
問
題
を

解
決
す
る
能
力
も
高
い
。

③
豊
か
な
体
験
を
持
つ
子
ど
も
は
、
家
族
関

係
も
密
で
、
学
校
生
活
も
楽
し
く
、
意
欲

的
な
生
活
を
し
て
い
る
。

④
「
人
間
関
係
」「
自
然
」
の
体
験
の
多
い

子
ど
も
は
、
将
来
の
生
活
へ
の
希
望
を
強

く
持
ち
、
社
会
的
達
成
意
欲
も
強
い
。

大
人
や
親
の
地
域
活
動
と
子
ど
も
の
体
験

活
動
の
豊
か
さ
に
は
関
連
性
が
あ
り
、
親
の

子
ど
も
に
対
す
る
願
い
の
原
点
に
か
え
る
取

り
組
み
、
た
と
え
ば
元
気
で
あ
る
と
か
、
健

や
か
に
育
つ
、
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
た
め

の
取
り
組
み
を
地
域
で
行
う
こ
と
が
大
切
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
地
域
の
大
人
が
子
ど
も

と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
へ
の
か
か
わ
り
を
深

め
る
必
要
性
を
説
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
心

豊
か
で
、
健
康
な
子
ど
も
に
な
る
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
の
身
近
な
地
域
に
お
い
て
冒
険

心
を
く
す
ぐ
る
よ
う
な
広
場
や
、
自
由
に
遊

べ
る
居
場
所
づ
く
り
、
異
年
齢
集
団
で
の
遊

び
や
活
動
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
結
構
忙

し
い
現
代
の
子
ど
も
た
ち
に
時
間
的
な
ゆ
と

り
を
保
証
し
、
接
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

も
合
わ
せ
て
お
話
に
な
り
ま
し
た
。

多
賀
町
に
お
い
て
地
域
の
教
育
力
を
高
め

る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
ま
ず
身

近
な
地
域
で
あ
る
各
字
の
取
り
組
み
が
、
住

民
の
み
な
さ
ん
の
厚
い
期
待
と
支
援
の
も
と

に
確
実
に
根
付
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
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み
な
さ
ん
！

ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な

ど
、
冬
の
道
具
は
片
付
け
ま
し
た
か
？

い
よ
い
よ
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の
到
来
で
す
。

夏
に
向
け
て
、
寒
さ
で
凍
り
つ
い
た
体
を
少

し
ず
つ
動
か
し
、
楽
し
く
ス
リ
ム
な
生
活
を
め

ざ
し
ま
せ
ん
か
？

参
加
チ
ー
ム
大
募
集
！

（
町
内
在
住
、
在
勤
の
一
般
男
女
）

★
多
賀
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
滋
賀
県
民
体
育
大
会
予
選
）

日
時
■
5
月
11
日
（日）
8
時
30
分
〜（
開
会
式
）

※
雨
天
の
場
合
は
18
日
（日）

場
所
■
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

★
多
賀
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
■
5
月
18
日
（日）
8
時
30
分
〜（
開
会
式
）

場
所
■
多
賀
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館

※
男
女
混
合
チ
ー
ム
も
参
加
で
き
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
、
毎
年
5
月
の
最

終
水
曜
日
に
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

①

当
日
0
時
か
ら
２１
時
の
間
に
１５
分
以
上

継
続
し
て
体
を
動
か
し
て
く
だ
さ
い
。
犬

の
散
歩
や
自
転
車
通
勤
、
ラ
ジ
オ
体
操
や

有
線
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
、
な
ん
で
も
O
K
で
す
。

ま
た
、
当
日
は
、
各
体
育
館
と
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
も
無
料
開
放
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
場
所
は

多
賀
町
内
に
限
ら
れ
ま
す
が
町
外
の
方
も

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
の
で
お
友
だ
ち
も
お

誘
い
く
だ
さ
い
。

②

運
動
を
し
た
ら
集
計
セ
ン
タ
ー
へ
報
告

し
て
く
だ
さ
い
。
集
計
セ
ン
タ
ー
で
は
、

人
口
に
対
す
る
参
加
率
を
算
出
し
、
加
茂

町
と
対
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た

当
日
の
集
計
セ
ン
タ
ー
は
、
役
場
の
2
階

に
特
設
さ
れ
ま
す
。（
報
告
は
1
人
1
回

の
み
で
す
。）

③

結
果
は
有
線
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

勝
て
ば
相
手
町
の
メ
イ
ン
ポ
ー
ル
に
わ
が

多
賀
町
の
町
旗
が
1
週
間
、
掲
揚
さ
れ
る

わ
け
で
す
が
、
勝
ち
負
け
に
関
係
な
く

55
％
以
上
で
金
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
一
番
の
願
い
は
皆
さ
ん
の
生

活
の
中
に
、
少
し
で
も
体
を
動
か
す
と
い

う
こ
と
が
習
慣
づ
け
ら
れ
れ
ば
…
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

さ
あ
、
健
康
で
元
気
な
多
賀
町
を
全
国

に
P
R
し
よ
う
！！

【
加
茂
町
の
概
要
】

人
口

約
6，

8
5
0
人

面
積

約
30
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

銅
鐸
の
出
土
が
日
本
最
多
で
あ
り
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ
は
初
回
か
ら
連
続

10
回
参
加
さ
れ
、
す
べ
て
70
％
以
上
の

成
績
を
収
め
て
お
ら
れ
る
強
豪
で
す
。
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わ�
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く�
�

すぽーつ��
�ランド��
�

すぽーつ�
�ランド�
�
お問い合わせ先

多賀町B&G海洋センター
有線●2-1625 電話●48-1625 ファクシミリ●48-1884

E-mail bg@tagatown.jp

公民館だより 有線　3‐3962・3‐3740
電話　48‐1800 E-mail s-ed@tagatown.jp

4月15日（火）から

ナイター利用スタート！
★町民グラウンド

区分 利用時間 使 用 料 照 明 料

早朝 6:00～
8:00 700円

午前 9:00～
12:00 1,500円

午後 13:00～
17:00 2,000円

前夜 17:00～ 1,000円 1,250円
19:30 （30分）

後夜 19:30～
21:30 1,000円

★テニスコート

全日 9:00～ 400円 150円
21:30 （1時間） （30分）

※照明料は日没時間によって、利用時間が変わり
ます。
※町外の方は、この料金の1.5倍です。

5
月
２８
日
（水）
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
0
3
！

―
今
年
の
対
戦
相
手
は
島
根
県
加
茂
町
で
す
―

▲昨年の「チャレンジデー2002」のようす。
佐目の『清流の里』では、ダンベル体操でご参加くださいました。

みなさま
お待たせいたしました！

地
域
の
教
育
力
を

高
め
る
研
修
会
開
催

▲親子手芸教室 （川相公民館）

▲凧づくり（久徳公民館）

▲子ども工作教室（敏満寺公民館）



飾
り
物

相
田
み
つ
を

あ
の
ね
え

財
産
　
肩
書
　
地
位

名
誉
　
そ
の
他

自
分
に
つ
い
て
い
る

誇
り
高
き
飾
り
物
を

み
ん
な
落
と
し
て

す
っ
ぱ
だ
か
に

な
っ
て
ご
ら
ん

人
間
と
し
て
の
本
当
の

自
分
が
わ
か
る
か
ら

▼
相
田
み
つ
を
『
心
の
詩
1

ア
ノ
ネ
』
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
社
、
1
9
9
5
年
所
収
。

日
本
国
憲
法
第
14
条
は
確
約
し
て
い
ま
す
。「
す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、

性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
」

と
。

▼
ま
た
、「
世
界
人
権
宣
言
」
の
第
2
条
は
、
次
の
よ
う
に
宣
言
し
て
い
ま
す
。「
す
べ
て
人
は
、
人
種
、
皮
膚

の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
上
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
も
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、
門
地
そ
の
他

の
地
位
又
は
こ
れ
に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
の
宣
言
に
掲
げ
る
す
べ

て
の
権
利
と
自
由
と
を
享
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
。

▼
相
田
み
つ
を
さ
ん
は
、
日
本
国
憲
法
第
14
条
と
世
界
人
権
宣
言
第
2
条
を
、
日
常
的
レ
ベ
ル
で
、
み
ご
と
に

語
っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

人
権
読
本
　
じ
ん
け
ん
の
詩
Ⅱ
（
明
石
書
店
）

編
者
　
今
野
敏
彦
／
さ
し
絵
　
美
馬
須
美
子
　
か
ら

春
の
行
楽
期
に
お
け
る

火
災
の
被
害
防
止
に
つ
い
て

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
と
も
に
、

屋
外
で
の
活
動
が
増
え
て
き
ま
す
。今
回
は
、

春
の
行
楽
期
に
お
け
る
火
災
の
被
害
防
止
に

つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

林
野
火
災
を
月
別
に
見
る
と
、
全
林
野
火

災
の
65
％
が
3
、
4
、
5
月
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
林
野
火
災
の
主
な
原
因
を
見
る
と
、
た

き
火
、
た
ば
こ
、
火
入
れ
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
春
に
な
っ
て
暖
か
く
な
る
と
山

な
ど
に
出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
り
、
た
き

火
に
よ
る
火
の
粉
の
飛
び
火
、
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
、
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
で
の
火
あ
そ
び

な
ど
に
よ
り
火
災
に
至
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
一
人
ひ
と
り

が
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

★
春
の
行
楽
期
を
火
災
の
な
い
楽
し
い
も
の

に
す
る
た
め
に

◎
た
き
火
を
す
る
際
は
近
く
に
水
の
入
っ
た
バ

ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し
、
万
一
、
火
が
拡
大
し

た
場
合
す
ぐ
消
火
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く

◎
た
ば
こ
は
灰
皿
な
ど
が
あ
る
と
こ
ろ
で
吸

う
か
、
携
帯
用
灰
皿
を
携
行
し
、
投
げ
捨

て
な
ど
絶
対
に
し
な
い

◎
紙
屑
な
ど
の
ゴ
ミ
類
は
火
災
発
生
の
原

因
、
延
焼
拡
大
の
原
因
と
な
る
た
め
各
自

の
ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
持
ち
帰
る

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
家
族
や
親
し
い
仲

間
同
士
等
で
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施

設
を
利
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

旅
館
・
ホ
テ
ル
等
の
関
係
者
の
方
々
が
、
繁

忙
期
の
火
災
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
十
分
な
火
災

予
防
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

宿
泊
さ
れ
る
方
も
寝
た
ば
こ
な
ど
に
よ
り
火
災

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
十
分
気
を
つ
け
、
万
一
火

災
が
起
き
た
時
の
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
、
施

設
を
利
用
す
る
上
で
の
注
意
が
必
要
で
す
。

★
旅
館
・
ホ
テ
ル
等
を
利
用
さ
れ
る
宿
泊
者

の
方
へ

◎
宿
泊
室
か
ら
2
通
り
以
上
の
避
難
経
路
、
非

常
口
を
各
室
に
設
置
し
て
い
る
案
内
図
等

を
参
考
に
、
実
際
に
歩
い
て
確
認
し
て
お
く

◎
非
常
用
懐
中
電
灯
や
消
火
器
、
避
難
器
具

等
を
確
認
し
て
お
く

※
万
一
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
は
、
慌

て
る
こ
と
な
く
従
業
員
の
指
示
に
し
た

が
っ
て
く
だ
さ
い
。

★
た
ば
こ
の
処
置

◎
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い

◎
た
ば
こ
を
吸
う
場
合
に
は
所
定
の
喫
煙
場

所
で
吸
う
よ
う
に
心
か
け
る

◎
た
ば
こ
の
火
が
完
全
に
消
え
た
こ
と
を
確

認
す
る

※
吸
殻
の
始
末
を
き
ち
ん
と
行
い
、
マ
ナ
ー

を
守
っ
た
喫
煙
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
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【じんけんのしせん】
人 権 の 視 線 人権の詩

う た

消防
犬上分署・多賀町消防団

平
成
14
年
度
　
防
火
標
語
　

消
す
心
　
置
い
て
く
だ
さ
い

火
の
そ
ば
に

料
金
受
取
人
払

差
出
有
効
期
限

平
成
1
6
年
4
月

3
0
日
ま
で

（
切
手
不
要
）

多
賀
局
承
認

2

5
2
2
0
3
9
0

（ 受 取 人 ） 犬 上 郡 多 賀 町 多 賀 三 二 四 番 地

多 賀 町 役 場 内

多 　 賀 　 町 　 長 行

住 所

ふ
り
が
な

氏 名

（
の

り
し

ろ
）

（
の

り
し

ろ
）

（のりしろ）

キ
リ

ト
リ

キ
リ

ト
リ

このページの裏面に、
町政に対する町民の皆さまのご意見、
アイデアや提案などをご記入ください。
キリトリ線に沿って切り離し、封筒を作ってポストに投かんしてください。

『あなたの声』をお聞かせください！

町長への手紙
電話●48-8121

E-mail somu@tagatown.jp総務課



犬
上
古
代
の
歴
史

犬
上
古
代
の
歴
史
を
辿た

ど

っ
て
み
る
と
、
犬

上
川
の
度
重
な
る
洪
水
、
氾
濫

は
ん
ら
ん

の
堆
積
物

た
い
せ
き
ぶ
つ

に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
扇
状
地
近
辺
に
縄

文
時
代
、古
墳
時
代
の
集
落
跡
が
分
布
す
る
。

多
賀
庄
、
川か

原わ
ら

の
庄
、
安あ

食じ
き

の
庄
の
周
辺

に
存
在
し
、
縄
文
時
代
の
貝
塚
と
さ
れ
る
金か

な

屋や

遺い

跡せ
き

・
佐
目

さ

め

遺い

跡せ
き

で
は
、
縄
文
土
器
が
採

集
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
古
墳
時
代

の
集
落
と
し
て
は
、
下し

も

之の

郷ご
う

遺い

跡せ
き

で
5
世
紀

中
ご
ろ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
竪
穴

住
居
跡
が
確
認
さ
れ
、
法
養
寺
遺
跡
で
は
、

7
世
紀
初
頭
の
竪
穴
式
住
居
跡
が
知
ら
れ
る
。

犬
上
の
中
心
と
な
る
犬
上
川
左
岸
扇
状
地

の
開
発
は
、
古
墳
時
代
中
期
に
始
ま
っ
た
と

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
同
扇
状
地
上
に
は
、

長
畑

な
が
は
た

遺い

跡せ
き

、
尼
子
南
遺
跡
、
四し

十じ
ゅ

九く

院い
ん

遺い

跡せ
き

、

雨あ
め

降ふ
り

野の

遺い

跡せ
き

な
ど
、
7
世
紀
か
ら
八
世
紀
を

中
心
と
す
る
集
落
が
多
数
認
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
集
落
は
、
8
世
紀
前
半
に
は

竪
穴
住
居
と
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

建
物

た
て
も
の

が
共
存
し
て
い
た

が
、
8
世
紀
後
半
に
は
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

建
物

た
て
も
の

の
み
か

ら
な
る
集
落
へ
と
変
化
し
、
水
稲
農
耕
に
生

活
基
盤
を
お
く
農
業
集
落
で
あ
っ
た
と
み
ら

れ
る
。

ま
た
、
安あ

食じ
き

の
庄
の
阿
自
岐

あ

じ

き

神
社

じ
ん
じ
ゃ

は
、
古

代
の
面
影
を
残
す
神
域
で
あ
る
。こ
の
社
は
、

漢あ
や

氏し

の
祖
と
い
わ
れ
る
渡
来
人
阿あ

直じ

岐き

（
阿あ

知ち

使の

主お
み

）
に
因ち

な

む
も
の
と
い
わ
れ
る
。
湖
東

地
方
一
帯
で
は
、
朴え

市ち

秦は
た
の

造
み
や
つ
こ

田た

来く

津つ

将
軍
一

族
の
渡
来
人
た
ち
に
よ
る
農
耕
の
開
発
が
う

か
が
え
る
。
ま
た
、
雨あ

め

降ふ
り

野の

は
、「
木こ

間ま

攫ざ
ら
え

」

に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
「
九く

条じ
ょ
う

の
埜
」
と
い
う

広
い
原
野
が
あ
り
、
そ
の
楢な

ら

林
を
拓ひ

ら

い
て
農

耕
の
地
と
な
し
、
楢
邑

な
ら
む
ら

と
呼
ば
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

ま
た
、『
淡お

海う
み

古こ

説せ
つ

』（
乾け

ん

）
に
は
、
た
っ

た
七
行
の
古
文
書
が
あ
る
。
そ
こ
に
、「
推す

い

古こ

天
皇

て
ん
の
う

の
御
宇

ぎ

ょ

う

（
第
３３
代
、
大
和

や

ま

と

朝
廷
時
代
、

西
暦
5
9
0
年
代
）
に
、
七
日
地
よ
り
煙
立

て
四
つ
の
石
出
で
け
ん
」
と
あ
る
。
大
き
な

異
変
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

地
域
の
人
々
が
来
る
日
も
来
る
日
も
林
を
拓ひ

ら

い
た
農
耕
の
地
で
あ
る
楢
邑

な
ら
む
ら

が
、
あ
る
日
突

然
土ど

石せ
き

に
埋
も
れ
た
と
は
、
お
そ
ら
く
は
鈴

鹿
の
火
山
爆
発
に
起
因
す
る
土ど

石せ
き

流り
ゅ
う

か
火
山

弾
に
よ
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た

災
害
に
直
面
し
て
、
先
人
た
ち
は
、
大
自
然

の
脅
威
に
も
く
じ
け
る
こ
と
な
く
土
砂
を
取

り
除
き
、
農
耕
を
進
め
た
。
た
だ
し
、
地
形

の
大
き
な
変
動
の
た
め
に
、
水
利
の
便
は
以

前
に
比
べ
大
き
く
変
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、

『
淡お

海う
み

古こ

説せ
つ

』（
乾け

ん

）
に
は
、「
地
か
わ
き
出

て
田
畑
ま
で
大
旱
魃

お
お
か
ん
ば
つ

の
と
こ
ろ
と
な
れ
り
、

百
姓
難な

ん

儀ぎ

に
及
し
く
ば
、
百
済
寺
の
源げ

ん

住じ
ゅ
う

僧そ
う

都づ

を
し
や
う
し
奉
、
つ
ね
に
雨
乞

あ
ま
ご
い

の
た
び
、

僧そ
う

都づ

、
雨あ

め

降ふ
り

野の

と
改
め
給た

ま
い

し
や
」
と
あ
り
、

こ
の
と
き
よ
り
楢
邑

な
ら
む
ら

は

雨あ
め

降ふ
り

野の

と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
今
も
湖

東
三
山
の
百
済
寺
に
は

雨
乞
岩

あ
ま
ご
い
い
わ

が
祀ま

つ

ら
れ
て
い

る
。
現
在
は
水
利
豊
か

な
湖
東
の
稲
作
地
帯
も
、

昔
は
旱
魃

か
ん
ば
つ

に
苦
し
ん
だ

農
民
が
、
雨
を
求
め
、

こ
の
岩
に
祈
り
を
捧
げ
、

雨あ
ま

乞ご

い
明
神

み
ょ
う
じ
ん

と
崇あ

が

め
た
。

雨
乞

あ

ま

ご

い
行
事
は
、
雨あ

め

降ふ
り

野の

の
み
で
は
な
く
犬
上

各
地
で
昭
和
時
代
に
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

我
々
の
先
人
た
ち
が
、

大
自
然
の
試
練
に
も
真

正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
、

人
々
が
力
を
合
わ
せ
、

助
け
合
い
な
が
ら
た
だ

ひ
た
す
ら
に
精
魂
を
傾
け
、
農
耕
に
村
づ
く

り
に
尽
く
し
て
今
日
の
あ
る
こ
と
を
歴
史
は

如
実

に
ょ
じ
つ

に
物
語
っ
て
い
る
。

（
豊ゆ

た
か

会
館
館
長
　
北
川
乙
彦

お
と
ひ
こ

）

■ 広報 2003年4月号11
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市
町
村
合
併
を

考
え
る

▲淡海古説（写本・彦根市立図書館蔵）

町
長
へ
の
手
紙

電
話

年
齢
　
　
　
　
　
歳
　
　
　
性
別
　
（
男
・
女
）

町民の皆さんの声を、できるだけ町政に反映しよう

と、『町長への手紙』を実施いたします。

よりよいまちづくりを進めていくために、日ごろか

らあなたが考えること、感じていることなどを、町長

までご送付ください。

下の用紙にあなたのご意見やご提案をご記入いただ

き、ご投かんください。切手は不要です。（必ず住所、

氏名、年齢、性別、電話番号をご記入ください。氏名

等の個人情報を公開することはありません。）

皆さんからいただいた貴重なご提案、ご意見は、「広報

たが」を通じて回答とともに掲載していきたいと考えてい

ます。差し出し有効期限は平成16年4月30日までです。

また、有線ファックスや、E-メールでの投稿も大歓迎

です。

多賀町長へのE-メール　chou@tagatown.jp

詳しいお問い合わせは

役場　企画課　広報・広聴係

有線　2-2018 電話　48-8122

お問い合わせE-メール　kikaku@tagatown.jp

ぜひ、お送りください。



「
国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度
」
に
つ
い
て

人
事
異
動

多
賀
町
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
平
成
15
年
4

月
1
日
付
け
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

異
　
動
　
　
（

）
内
は
前
任

◎
町
長
部
局

◇
課
長
級

ダ
ム
対
策
課
長

森
口
　
政
ニ
（
社
会
教
育
課
長
）

環
境
生
活
課
長

宮
野
佐
喜
次
（

税

務

課

長

）

農
林
商
工
課
長

菅
森
金
治
郎
（
ダ
ム
対
策
課
長
）

総
務
課
参
事
・
川
相
支
所
長
兼
務

森
　
　
光
江
（
福
祉
保
健
課
課
長
補
佐
）

税

務

課

長

宮
川
　
悦
子
（
総
務
課
課
長
補
佐
）

◇
課
長
補
佐
級

総
務
課
課
長
補
佐

上
田
　
綾
子
（
総
務
課
行
政
管
理
係
長
）

◇
係
長
級

建
設
課
工
務
係
長

喜
多
　
　
誠
（
農
林
商
工
課
林
業
２
係
長
）

総
務
課
人
事
給
与
係
長

奥
川
　
房
代
（
建
設
課
管
理
用
地
係
長
）

建
設
課
管
理
用
地
係
長

鋒
山
　
正
美
（
企
画
課
企
画
調
整
係
長
）

◇
一
般
職

農

林

商

工

課

藤
本
　
一
之
（

建

設

課

）

福

祉

保

健

課

岸
本
　
雅
嗣
（
農
林
商
工
課
）

環

境

生

活

課

藤
田
有
美
子
（

会

計

室

）

農

林

商

工

課

竹
田
　
幸
司
（
環
境
生
活
課
）

公

営

企

業

課

杉
山
　
　
裕
（
福
祉
保
健
課
）

会

計

室

松
本
亜
紀
子
（

税

務

課

）

企

画

課

西
澤
由
起
子
（
学
校
教
育
課
）

◇
保
育
士
（
園
長
補
佐
級
）

富
之
尾
保
育
園
園
長
補
佐

大
谷
　
修
子
（
多
賀
保
育
園
園
長
補
佐
）

多
賀
保
育
園
園
長
補
佐

藤
原
真
寿
美
（
萱
原
保
育
所
所
長
補
佐
）

福
祉
保
健
課
保
育
児
童
２
係
長

野
村
弥
壽
代
（
富
之
尾
保
育
園
園
長
補
佐
）

多
賀
保
育
園
園
長
補
佐

森
　
　
有
子
（
清
涼
保
育
園
園
長
補
佐
）

◇
保
育
士
（
一
般
職
）

多

賀

保

育

園

鈴
木
さ
お
り
（
清
涼
保
育
園
）

萱

原

保

育

所

小
菅
　
裕
子
（
大
滝
幼
稚
園
）

◎
教
育
委
員
会

◇
課
長
級

教

育

次

長

西
村
　
治
一
（
環
境
生
活
課
長
）

社
会
教
育
課
長
・
中
央
公
民
館
長
兼
務

棚
池
　
澄
枝
（
総
務
課
参
事
）

◇
一
般
職

学

校

教

育

課

多
林
あ
け
美
（
環
境
生
活
課
）

◇
教
諭
（
一
般
職
）

大

滝

幼

稚

園

赤
田
有
紀
子
（
多
賀
保
育
園
）

◇
調
理
師

多

賀

小

学

校

木
下
伊
佐
子
（
大
滝
小
学
校
）

大

滝

小

学

校

大
辻
美
代
子
（
多
賀
小
学
校
）

新
規
採
用

◎
町
長
部
局

総

務

課

江
畑
　
裕
行

税

務

課

河
島
　
　
梓

環

境

生

活

課

勝
間
　
大
樹

◎
教
育
委
員
会

図

書

館

司

書

安
田
　
和
美

退
職
（
平
成
15
年
3
月
31
日
付
）

重
森
　
　
駿
（
農
林
商
工
課
長
）

森
　
　
一
郎
（
教

育

次

長
）

学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
に
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

学
生
本
人
（
一
部
対
象
と
な
ら
な
い
学
校

が
あ
り
ま
す
）
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以

下
で
あ
れ
ば
、
市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
に
申
請
し
社
会
保
険
事
務
所
で
承
認
さ
れ

る
と
、
承
認
さ
れ
た
期
間
中
は
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。（
減
免
の
制
度
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。）

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
年
度
ご
と

で
す
。
平
成
14
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
ら
れ
た
方
で
、
平
成
15
年
4
月
か

ら
も
引
き
続
き
学
生
で
あ
り
学
生
納
付
特
例

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
た
め
て
申
請
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
10
年
が
経
過
す
る
ま
で
に
納
付
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所
で

納
付
書
の
発
行
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
10

年
経
過
に
よ
り
、
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
期
間
は
未
納
期
間
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
付
が
2
年
以
内
で
あ
れ
ば
加
算
金

が
つ
き
ま
せ
ん
が
経
過
年
数
に
よ
っ
て
は
納

付
さ
れ
る
と
き
に
加
算
金
が
プ
ラ
ス
さ
れ
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■ 広報 2003年4月号13

肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓
器
」
と
い
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
病
気
が
重
く
進
行
す
る
ま
で
は

自
覚
症
状
が
現
わ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
症
状
が
な
く
て
も
き
ち

ん
と
検
査
を
し
て
早
く
発
見
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

肝
炎
の
種
類
と
症
状

A
型
肝
炎
…
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
生
水

や
食
品
な
ど
を
食
べ
る
こ
と
で
感
染
し

ま
す
。
ま
た
、
感
染
者
の
便
に
混
じ
っ

て
ウ
イ
ル
ス
が
排
泄
さ
れ
ま
す
の
で
二

次
感
染
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

1
〜
2
カ
月
で
完
治
し
慢
性
化
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

B
型
肝
炎
、
C
型
肝
炎
…
血
液
を
介
し
て
感

染
し
ま
す
。（
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た

輸
血
や
母
子（
産
道
）、性
行
為
な
ど
）

C
型
は
8
割
が
慢
性
化
し
、
肝
硬
変
、

肝
臓
ガ
ン
の
道
を
た
ど
り
ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
5
〜
15

年
で
慢
性
肝
炎
に
移
行
し
、
や
が
て
数
十
年

で
肝
硬
変
、
肝
臓
ガ
ン
へ
と
進
行
す
る
こ
と

が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
A
型
は
慢
性
化
し

ま
せ
ん
が
、
B
型
と
C
型
は
慢
性
化
し
、
と

も
に
そ
の
ウ
イ
ル
ス
が
肝
硬
変
や
肝
臓
ガ
ン

に
深
く
関
与
し
て
い
ま
す
。

自
覚
症
状
で
の
早
期
発
見
は
難
し
く
、
血

液
検
査
な
ど
で
発
見
す
る
こ
と
が
予
防
の
得

策
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

昨
年
か
ら
多
賀
町
で
は
、
町
の
健
診
を
受

け
ら
れ
る
対
象
者
の
う
ち
で
、
40
、
45
、
50
、

55
、
60
、
65
、
70
歳
の
方
に
肝
炎
検
査
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
対
象
者
の
方
に
は
、
5

月
ご
ろ
、
ご
案
内
文
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

ま
た
、
節
目
の
年
齢
以
外
の
方
で

・
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と

の
あ
る
方

・
広
範
な
外
科
手
術
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方

・
妊
娠
、
分
娩
時
に
多
量
に
出
血
し
た
こ
と

の
あ
る
方

・
基
本
健
康
検
査
に
お
い
て
G
P
T
値
に
よ

り
要
指
導
と
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
肝
炎
検
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

福
祉
保
健
課
4
8
‐
8
1
1
5
・
2
‐
2
0
2
1
ま
で

[1]多賀町育英資金制度
本制度は、もろもろの経済的な事由により、高等学校・大学等に就学するために必要とする費用の負
担が困難な場合に、その一部として奨学金を給付する制度です｡

[2]奨学生の資格
町内に3年以上居住または居住する者の子弟であり、高等学校（含定時制）、高等専門学校、各種専修
学校、短期大学、大学に在学し、学業、人物ともに優秀でかつ健康で、学資の援助が必要であると認
められる方｡

[3]奨学金の給付
・平成15年度予定給付額（月額） 高校生10,000円　短大・大学生20,000円
※高等専門学校生は学年に応じ支給額を決定します。

・奨学金は、2カ月ごとに直接給付します。
[4]奨学生の申請方法

教育委員会事務局にて必要書類（願書、生活状況証明書等）を受け取り、期日までに提出してくださ
い。ただし、申請は毎年必要となりますので、奨学生に採用された方で2年目以降も希望をされる場
合は必ず申請を行ってください｡

[5]申し込み期限
5月15日（木）

[6]奨学生の採用
奨学生の採用は、運営委員会の選考会を経て町長が決定し、本人宛てに通知します。

お問い合わせ先――――――
多賀町教育委員会事務局　㈲2－3741／（電）48－8123
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保健師です

こんにちは！

福祉保健課（有）2-2021（電）48-8115
E-mail hoken@tagatown.jp

肝
炎
の
正
し
い
知
識

（
肝
炎
検
査
を
受
け
よ
う
）

多賀町育英資金のご案内春の全国交通安全運動
5月11日（日）～5月20日（火）

運動の重点
①子どもと高齢者の歩行中、自転車乗用中の交通事故防止

子ども、高齢者を見かけたら車の接近に気づかないことも予
測し、その行動に十分注意し、徐行するなど思いやりのある運
転を心がけましょう。

②シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底
「車に乗ったらまずシートベルト」の習慣づけを徹底しましょう。

③飲酒運転等危険運転の追放
「飲んだら乗らない」「乗るなら飲まない」を厳守しましょう。

「自転車遊び」事故防止のポイント

「止まる」「見る」「待つ」を習慣づける！
自転車事故の大半は「飛び出
し」によって起きています。
道を横断するときは、横断前
に必ず止まり、近づいてくる
車がいないかどうかをよく確
かめることをしっかりと身に
つけさせましょう。

農
薬
取
締
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
！

昨
年
、
無
登
録
農
薬
が
全
国
的
に
流
通
し
、

使
用
さ
れ
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
、
皆

さ
ま
の
「
食
」
に
対
す
る
信
頼
を
損
な
う
大
き

な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
昨
年
12
月
に
農
薬
取
締
法
が

改
正
さ
れ
、
3
月
10
日
か
ら
こ
の
改
正
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
は
、
①
無
登
録
農
薬
の
製
造
、

輸
入
、
使
用
の
禁
止（
販
売
は
従
来
か
ら
禁
止
）、

②
農
薬
使
用
基
準
に
違
反
す
る
農
薬
使
用
の
禁

止
、
③
罰
則
の
強
化
な
ど
で
あ
り
、
農
薬
を
製

造
・
輸
入
・
販
売
・
使
用
す
る
す
べ
て
の
人
に
関

係
す
る
内
容
で
す
。

農
家
だ
け
で
な
く
、
家
庭
菜
園
や
花
壇
や

芝
の
手
入
れ
を
す
る
方
で
あ
っ
て
も
、
農
林

水
産
省
の
登
録
番
号
の
あ
る
安
全
性
の
確
認

さ
れ
た
農
薬
を
、
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
ん
で
使

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
無
登
録
農
薬
は
み
ん

な
で
排
除
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い
農
薬
情
報

は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（U

R
L

http://w
w
w
.m
aff.go.jp/nouyaku/

）
の
「
農

薬
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
湖
東

地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
（
（電）
2
7
‐

2
2
2
8
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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軽
自
動
車
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
の
う
ち
、
一
定
級
以
上
の
人
が
使
用
す

る
自
動
車
、
身
体
障
害
者
な
ど
の
人
が
利
用
す
る

た
め
に
構
造
を
変
更
し
た
自
動
車
に
つ
い
て
は
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

（
普
通
自
動
車
も
含
め
て
一
人
一
台
に
限
る
。）

減
免
の
対
象
範
囲
に
つ
き
ま
し
て
は
県
の
自

動
車
税
に
準
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
対
象
と

な
る
障
害
の
程
度
は
等
級
表
に
基
づ
き
判
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
請
の
手
続
き
に
つ
い
て

申
請
書
は
役
場
税
務
課
に
置
い
て
あ
り
ま
す

の
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
ま
た
は
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
族
の
方
が
運
転
さ
れ
る
場
合
は
、
生

計
同
一
証
明
書
（
役
場
福
祉
保
課
で
発
行
）、
自
動

車
を
も
っ
ぱ
ら
身
体
障
害
者
等
が
週
1
回
以
上
ま

た
は
、
月
4
回
以
上
使
用
す
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
（
通
院
、
通
学
、
通
勤
、
通
所
で
発
行
）
が
必

要
で
す
。

常
時
介
護
の
方
が
運
転
さ
れ
る
場
合
は
、
常

時
介
護
証
明
書
が
必
要
で
す
。

証
明
書
等
の
発
行
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

普
通
自
動
車
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
税
に
な
り

ま
す
の
で
湖
東
地
域
振
興
局
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
税
務
課
（
㈲
2
‐
2
0
4

1
／
（電）
4
8
‐
8
1
1
3
）
ま
た
は
湖
東
地
域

振
興
局
（
（電）
2
7
‐
2
2
0
5
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
税
の
納
期
限
に
つ
い
て

平
成
15
年
度
の
町
税
等
の
納
期
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

各
税
目
の
納
期
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
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知
っ
てます

か
？

税
の

こ
ん
な
こ
と

あ
ん
な
こ
と

税
務
課
　
㈲
2
‐
2
0
4
1

（電）
4
8
‐
8
1
1
3

E
-m
a
ilze

i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

多賀町福祉保健センター ふれあいの郷

トレーニング室からのお知らせ
皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあいの郷」では、毎
月トレーニング室で健康セミナーを開催しています。5月は貯筋
教室です。
『筋肉をたくわえて健康な体をつくろう』をテーマにしています。
なお、通常のトレーニング室のご利用には、利用講習会を受講し
ていただく必要があります。
ぜひ、受講していただき健康づくりにお役立てください！

〈健康セミナー貯筋教室〉
5月13日（火） 10：30～11：15
24日（土） 13：30～14：15
24日（土） 18：00～18：45

〈利用講習会〉
5月13日（火） 13：30～14：30
24日（土） 14：30～15：30
24日（土） 19：00～20：00

〈利用対象者〉 18歳以上の方
〈利用料〉 町内在住・在勤の方　200円／町外の方　300円
〈その他〉 運動のできる服装・運動靴・タオルをご準備ください

〈トレーニング室利用時間〉
10:00 12:00 13:00 20:30

〈5月にトレーニング室が利用できない日〉
毎週日曜日、第2・4月曜日、祝祭日

お問い合わせは
多賀町総合福祉保健センター

ふれあいの郷
有線 2-2021 電話 48-8115
E-mail fukushi@tagatown.jp

月～土

あなた
の健康

づくり
を

応援し
ます！

環境生活課 ㈲2-2031 （電）48-8114
E-mail kankyo@tagatown.jp

おめでた・おくやみ 2月21日～3月20日 届出分

戸籍事務が
コンピュータ化されます！

平成15年6月2日から変わります！

戸籍は、皆さんが生まれてから一生を終えるまでの身分関係（夫婦、親子、兄弟姉妹など）を公証できる唯一の

ものです。多賀町では、コンピュータ化により住民サービスの向上と事務の効率化・近代化を実現するため、6月

2日からコンピュータ処理することになりました。現在の戸籍はすべて改製されて、新しい戸籍は今までの縦書き

の文書形式から横書きで項目ごとの記載になります。（見本参照）

本籍番地の表示も変わります！

戸籍がコンピュータ化されることにより、本籍地番の「の」の表示が下記のとおり記載されなくなります。

大字多賀100番地の1 →　　大字多賀100番地1

（住民票の住所地番の「の」の表示は、すでに平成13年10月から記載されていません。）

戸籍の文字が変わります！

コンピュータ化後の戸籍の文字は、常用漢字、人名用漢字、その他国民一般に用いられる文字（漢字については、

漢和辞典に載っている字）を用いて記録されます。

現在の戸籍に記載されている氏名の文字を、コンピュータ化に

際して漢和辞典に載っている文字に置き換える必要がある人には、

5月上旬にその旨のお知らせを郵送しますので、ご理解、ご協力を

お願い致します。

なお、これは

戸籍の表記上の

取り扱いであっ

て、氏または名

が変更されるも

のではありませ

ん。したがって、

印鑑登録などを

変更する必要は

ありません。

生まれました

★深田　　翼 （藤　瀬）洋　一
　　（ふ か だ つばさ）　　

知　子

★大久保柚莉 （萱　原）一　也
　　（お お く ぼ ゆ う り ）　　

恵理子

★宮川　桃華 （萱　原）延　美
　　（み や が わ 　 も も か ）　　

真　美

★辻川　歩夢 （多　賀）正　直
　　（つ じ か わ 　 あ ゆ む ）　　

貴世子

★田中　　匠 （多　賀）伸　幸
　　（ た な か 　 　 たくみ）　　

久美子

★岸辺　千尋 （多　賀）俊　弥
　　（き し べ 　 ち ひ ろ）　　

真　美

おくやみ申しあげます

◆北坂　祐啓 （敏満寺） 65歳

◆大清水淳悟 （中川原） 81歳

◆滝川　照雄 （四　手） 78歳

◆藤川　やす （敏満寺） 84歳

◆澤井よ志子 （中川原） 78歳

◆藤本代志子 （多　賀） 71歳

◆藤本　トメ （久　徳） 96歳

◆野村　　静 （一　円） 84歳

◆後藤　和子 （多　賀） 76歳

行 事 名 実 施 日 受 付 時 間

多
賀
町
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
郷

場 所 対 象 者

健
康
相
談

すくすく相談 5月20日（火）

10:00～11:00

子どもさんの健康、子育てについて等子
どもさんに関するご相談を受け付けてい
ます。

すこやか相談 5月13日（火）
ご自分の健康について、ご相談になりたい
方は、お気軽にご利用ください。血圧測定、
尿検査、体脂肪測定も無料でできます。

生き生き相談 5月6日（火）
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と
不安に思われる方ならどなたでもご相談
下さい。

介 護 相 談 随　　　　　　　　時
痴ほうや寝たきり等の方のお世話でお困
りの方。

乳
児
健
診

予
防
接
種

3～4カ月児
（離乳食教室）

5月19日（火） 13:00～13:15 H15年1月生まれの乳児

9～10カ月児 5月19日（火） 13:15～13:30

12:50～13:10

13:00～13:15

H14年7月生まれの乳児

2 歳 歯 科 児 健 診

1歳6カ月児歯科健診

ツベルクリン反応

BCG

日本脳炎

5月28日（水） H13年4月・5月生まれの幼児

5月7日（水）

5月14日（水）

5月16日（金）

5月30日（金）
13:30～14:30

H13年10月・11月生まれの幼児

3歳～7歳5カ月Ⅰ期初回3歳児Ⅰ期追加　4歳児
※就学前で未接種の場合や、ご不明な点がある場
合は、福祉保健課までお問い合わせください。

生後3カ月～48カ月でツベルクリン反応、
BCGが未接種の乳幼児

☆各健診および予防接種には必ず母子手帳、予診表（のびっこ手帳の中記入して）をご持参ください。
☆2歳児歯科健診、1歳6カ月児健診を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください。
☆9～10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。

★保健センターの行事 （平成15年5月）

※「予防接種手帳」を必ずお読み
になってからお越しください

町税等の納期一覧
税目 町県民税 固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税
4月 1期（特例）
5月 1期 全期
6月 1期 2期（特例）
7月 2期 3期
8月 2期 4期
9月 5期
10月 3期 6期
11月 7期
12月 3期 8期
1月 4期 9期
2月 4期 10期
3月
★各税の納期限は各納期月の末日です。
ただし、月末が土曜・日曜・祭日の場合は翌月初めとなり
ます。
◎口座振替の手続きをされている場合は、各税目の各納期限
に指定の口座から振り替えさせていただきます。

対　　象　　者 発行機関

身体障害者手帳をお持ちの 多賀町福祉保健課
満18歳以上で町在住の方

戦傷病者手帳をお持ちの方 県健康福祉政策課

身体障害者手帳をお持ちの 多賀町福祉保健課
満18歳以上で町在住の方

療育手帳をお持ちで町在住の方 県健康福祉センター

精神障害者保険福祉手帳を 彦 根 保 健 所
お持ちの方

※生計同一証明書または、常時介護証明書の発行に際
しては、県健康福祉センター、多賀町福祉保健課、
地区担当民生委員の証明が必要な場合がありますの
で、事前に福祉保健課までお問い合わせください。

戸籍の証明書の名称が、『戸籍謄本』は『全部事項証明』に、
『戸籍抄本』は『個人事項証明』に変わります。

旧

新


